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月 日 曜 会議名 主な内容

６

1

5

6

8

9

14

木

月

火

木

金

水

本会議

本会議

本会議

本会議

総務建設
常任委員会

教育民生
常任委員会

請願の所管常任委員会への
付託、専決処分の承認、町長
提出議案の説明、繰越明許費
繰越計算書の報告、水道事業
会計予算繰越計算書の報告

町長提出議案の総括質疑・討論・
採決、付託案件の委員長報告・
質疑・討論・採決、町長提出議
案及び議員提出議案の説明・質
疑・討論・採決

一般質問（６人）

一般質問（６人）

付託案件の審査
所管事務調査

付託案件の審査
所管事務調査

2017

Ｉ
Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｇ

　
平
成
29
年
第
２
回
愛
川
町
議
会
「
６
月
定
例
会
」
が
６
月
１
日
か
ら
14 
日
ま
で

（
本
会
議
開
催
日
４
日
間
）の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
定
例
会
で
は
、町
長
提
出
議
案
で
あ
る
専
決
処
分
の
承
認
２
件
、条
例
議
案

１
件
、事
件
議
案
６
件
を
審
議
し
、全
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、請
願
２
件
の
審
議
を
す
る
と
と
も
に
、議
員
提
出
議
案
１
件
を
可
決
し
ま

し
た
。

　
本
号
で
は
、こ
れ
ら「
６
月
定
例
会
」の
内
容
を
中
心
に
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

６
月

 

定
例
会

平成29年第２回６月定例会日程

議 

員 

提 

出 

議 

案

◎
愛
川
町
議
会
基
本
条
例
の

一
部
改
正

　（
賛
成
全
員
）

　愛
川
町
議
会
基
本
条
例
第

20
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
条

例
の
目
的
が
達
成
さ
れ
、
ま

た
、
正
し
く
運
用
さ
れ
て
い

る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
検
証

及
び
見
直
し
を
行
っ
た
結

果
、
町
民
の
参
加
を
基
本
と

す
る
「
開
か
れ
た
議
会
」
を

実
現
す
る
た
め
に
は
、
議
員

が
自
ら
政
治
倫
理
を
高
め
、

町
民
と
議
会
と
の
信
頼
関
係

を
確
立
す
る
こ
と
が
必
要
と

な
る
こ
と
か
ら
、
所
要
の
改

正
を
行
う
一
部
改
正
条
例
を

可
決
し
た
も
の
で
す
。

【
施
行
期
日

　公
布
の
日
】

専
決
処
分
の
承
認

条
例
議
案

事
件
議
案

◎
愛
川
町
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
改
正

（
賛
成
全
員
）

　「
地
方
税
法
施
行
令
」
の

一
部
改
正
に
伴
い
、
低
所
得

者
の
軽
減
措
置
の
対
象
を
拡

大
す
る
た
め
、
５
割
軽
減
及

び
２
割
軽
減
の
対
象
世
帯
に

係
る
軽
減
判
定
所
得
の
基
準

の
見
直
し
が
行
わ
れ
た
こ
と

か
ら
、
所
要
の
改
正
を
行
っ

た
専
決
処
分
を
承
認
し
た
も

の
で
す
。

【
施
行
期
日

　平
成
29
年

４
月
１
日
】

◎
愛
川
町
消
防
団
員
等
公
務

災
害
補
償
条
例
の
一
部
改
正

（
賛
成
全
員
）

「
非
常
勤
消
防
団
員
等
に
係

る
損
害
補
償
の
基
準
を
定
め

る
政
令
」
に
定
め
る
補
償
基

礎
額
の
加
算
額
等
に
つ
い
て

は
、「
一
般
職
の
職
員
の
給

与
に
関
す
る
法
律
」
で
定
め

る
扶
養
手
当
の
支
給
額
等
を

も
と
に
規
定
さ
れ
て
お
り
、

先
般
、
配
偶
者
に
係
る
扶
養

手
当
を
引
き
下
げ
、
子
に
係

る
扶
養
手
当
を
引
き
上
げ
る

改
正
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
基
準
政
令
で
定
め
る
補

償
基
礎
額
の
加
算
額
等
が
変

更
さ
れ
た
た
め
、
所
要
の
改

正
を
行
っ
た
専
決
処
分
を
承

認
し
た
も
の
で
す
。

【
施
行
期
日

　平
成
29
年

４
月
１
日
】

◎
愛
川
町
個
人
情
報
保
護
条

例
の
一
部
改
正

（
賛
成
12
人
、
反
対
３
人
）

「
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定

の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の

番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法

律
」
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

地
方
公
共
団
体
が
行
う
独
自

利
用
事
務
に
お
け
る
情
報
連

携
を
行
う
に
あ
た
り
、
本
条

例
で
引
用
す
る
同
法
の
条
項

の
整
理
等
が
行
わ
れ
た
た

め
、
所
要
の
改
正
を
行
う
一

部
改
正
条
例
を
可
決
し
た
も

の
で
す
。

【
施
行
期
日

　公
布
の
日
】

■
工
事
請
負
契
約
の
締
結

◎
平
成
29
年
度
坂
本
児
童
館

建
設
工
事
（
建
築
）

（
賛
成
全
員
）

請
負
契
約
金
額

６
千
４
０
４
万
４
千
円

工
事
場
所 

旧
坂
本
プ
ー
ル

跡
地

請
負
契
約
の
相
手
方

木
下
建
設
株
式
会
社

工
期 

本
契
約
締
結
の
日
か

ら
平
成
30
年
３
月
23
日
ま
で

■
財
産
の
取
得

◎
高
規
格
救
急
車
購
入

（
賛
成
全
員
）

取
得
価
格
（
１
台
・
税
込
）

１
千
９
９
９
万
９
千
４
４
０
円

納
入
者

　神
奈
川
ト
ヨ
タ
自
動
車

　株
式
会
社

　直
販
部

納
入
期
限

　平
成
30
年
１
月
30
日

◎
高
規
格
救
急
車
救
急
資
器

材
購
入

　
　（
賛
成
全
員
）

取
得
価
格
（
車
両
取
付
品
５

点

　装
備
品
25
点
・
税
込
）

１
千
５
６
０
万
６
千
円

納
入
者株

式
会
社
ワ
コ
ー
商
事

納
入
期
限

　平
成
29
年
11
月
30
日

◎
消
防
団
用
小
型
動
力
ポ
ン

プ
付
積
載
車
購
入

（
賛
成
全
員
）

取
得
価
格
（
２
台
・
税
込
）

２
千
２
１
４
万
円

納
入
者

日
本
機
械
工
業
株
式
会
社



（3） 第154号

議員提出
第 １ 号

愛川町議会基本条例の一部を改正する条例の制定について

町長提出
第 ２１ 号

専決処分の承認について（愛川町国民健康保険税条例の一部を

改正する条例の制定について）

議員提出
第 ２２号

専決処分の承認について（愛川町消防団員等公務災害補償条例

の一部を改正する条例の制定について）

町長提出
第 ２３ 号

愛川町個人情報保護条例の一部を改正する条例の制定について

町長提出
第 ２４ 号

工事請負契約の締結について（平成２９年度坂本児童館建設工事

（建築））

町長提出
第 ２５ 号

財産の取得について（高規格救急車購入）

町長提出
第 ２６ 号

財産の取得について（高規格救急車救急資器材購入）

町長提出
第 ２７ 号

財産の取得について（消防団用小型動力ポンプ付積載車購入）

町長提出
第 ２８ 号

財産の取得について（第１号公園体育館バスケットゴール台購入）

町長提出
第 ２９ 号

損害賠償額の決定について（交通事故に係る損害賠償）

請　 　願
第 １ 号

「所得税法第５６条の廃止を求める意見書」を国に提出することを

求める請願

請　 　願
第 ２ 号

年金隔月支給を毎月支給に改めることを求める請願

※「除斥」とは、事件議案等に直接の利害関係がある議員が、地方自治法第１１７条の規定により、その議事に参与できないことです。

議案番号 議 案 の 件 名 　
愛政クラブ 公明党 みらい絆 共産党 新風あいかわ

小倉議員
馬場議員
山中議員

熊坂弘久議員

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

●

○

○

○

○

○ 除

○

○

○

○

○

●

●

○

○

○

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

●

可　決

承　認

承　認

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

不採択

不採択

井出議員
佐藤りえ議員

岸上議員

熊坂崇徳議員
小島議員
木下議員

小林議員
井上議員
鈴木議員

渡辺議員
佐藤茂議員
阿部議員

議決結果

【請願】
件 名 請 願 者 付 託 先 審査結果

不採択
総務建設

常任委員会

教育民生
常任委員会

「所得税法第５６条の廃止を求める意見
書」を国に提出することを求める請願

年金隔月支給を毎月支給に改めること
を求める請願

厚木市元町８－２２　厚木民主商工会
厚木民主商工会婦人部
代表　中山　光子

愛川町中津７５－２
全日本年金者組合神奈川県本部
愛川年金者の会
会長　勝又　荘蔵

不採択

【陳情】
件 名 陳 情 者 付 託 先 審査結果

机上配付-
神奈川県最低賃金改定等に関する意見
書を国に提出することを求める陳情

厚木市旭町１－９－１８ 志澤ビル３Ｆ
日本労働組合総連合会神奈川県連合会
厚木愛甲地域連合
議長　北原　武

　本
社
営
業
部

納
入
期
限

　平
成
30
年
１
月
30
日

◎
第
１
号
公
園
体
育
館
バ
ス

ケ
ッ
ト
ゴ
ー
ル
台
購
入

（
賛
成
全
員
）

取
得
価
格
（
１
組
・
税
込
）

８
１
５
万
４
千
円

納
入
者

　有
限
会
社

　イ
シ
ケ
ン
ス
ポ
ー
ツ
本
店

納
入
期
限

　平
成
29
年
10
月
31
日

■
損
害
賠
償
額
の
決
定

◎
交
通
事
故
に
係
る
損
害
賠

償
　
　
　
　
（
賛
成
全
員
）

　角
田
地
内
の
県
道
５
１
１

号
（
太
井
・
上
依
知
線
）
に

お
い
て
、
公
用
車
両
が
渋
滞

に
よ
る
発
進
・
停
止
を
繰
り

返
し
て
い
た
状
況
の
中
で
、

不
注
意
に
よ
り
、
前
方
車
両

の
後
方
部
に
追
突
し
、
相
手

方
車
両
の
後
部
及
び
、
運
転

手
に
損
害
を
与
え
た
た
め
、

本
町
の
義
務
に
属
す
る
損
害

賠
償
の
額
を
定
め
る
も
の
で

す
。

損
害
賠
償
額

１
５
０
万
７
千
７
９
６
円

  ※議長は表決には加わりません。　　　　各会派賛否　　○・・・賛成、●・・・反対、除・・・除斥

会派　議決一覧表（平成２９年第２回（６月）定例会）



（5） 第154号 （4）

問
　
乳
が
ん
検
診
の
今

後
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

受
診
環
境
の
整
備

有
効
性
な
ど
周
知

町
長
　
受
診
環
境
の
整
備

と
あ
わ
せ
、
広
報
紙
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
、
各
種

イ
ベ
ン
ト
に
お
け
る
Ｐ
Ｒ

な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
捉

え
、
乳
が
ん
検
診
の
大
切
さ

や
有
効
性
に
つ
い
て
周
知
を

図
り
、
さ
ら
な
る
受
診
率
の

向
上
に
努
め
な
が
ら
、
早
期

発
見
、
早
期
治
療
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

問
　
妊
娠
、
出
産
、
育

児
へ
の
切
れ
目
な
い

支
援
及
び
、
子
育
て
世
代

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
日

本
版
ネ
ウ
ボ
ラ
）
を
設
置

す
る
考
え
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

情
報
収
集
に
努
め
る

要
望
に
適
し
た
体
制

町
長
　
現
状
で
は
、
関
係
各

課
と
の
連
携
を
密
に
し
な
が

ら
、
様
々
な
取
り
組
み
に
よ

り
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期

に
渡
る
切
れ
目
の
な
い
支
援

に
努
め
て
い
ま
す
。
支
援
を

通
じ
て
培
っ
て
き
た
知
識
経

験
を
踏
ま
え
、
安
心
し
て
産

み
育
て
ら
れ
る
環
境
づ
く
り

に
資
す
る
よ
う
、
国
・
県
等

の
関
係
機
関
が
発
信
す
る
情

報
の
収
集
に
努
め
な
が
ら
、

本
町
の
支
援
ニ
ー
ズ
に
適

し
た
体
制
整
備
の
あ
り
方
に

も
考
慮
し
つ
つ
、
現
在
「
子

育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
」の
設
置
に
向
け
て
検
討

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

交
通
弱
者
の
支
援

要
望
へ
の
事
業
策

問
　
交
通
弱
者
へ
の
支

援
事
業
で
、
循
環
バ

ス
の
運
行
コ
ー
ス
の
変
更

や
便
数
を
増
や
し
て
ほ
し

い
な
ど
、
様
々
な
支
援
を

求
め
る
要
望
が
出
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
今
後
の
支
援

事
業
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

必
要
性
は
認
識

課
題
の
解
決
に

町
長
　
本
町
で
は
以
前
よ

り
、
生
活
交
通
の
維
持
確
保

や
充
実
に
努
め
て
き
た
と
こ

ろ
で
す
。こ
れ
か
ら
の
時
代
、

交
通
弱
者
へ
の
支
援
方
策
の

必
要
性
は
認
識
し
て
い
ま

す
。
で
き
る
限
り
交
通
事
業

者
や
関
係
機
関
と
連
携
し
、

課
題
解
決
に
向
け
て
、
し
っ

か
り
と
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

〈
そ
の
他
の
質
問
事
項
〉

愛
川
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
に
つ

い
て

拠点づくり構想
提案書から反映
井上　博明議員

問
　
半
原
地
域
に
お
け

る
観
光
・
産
業
連
携

拠
点
づ
く
り
構
想
に
つ
い

て
、
愛
川
地
区
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
か
ら
提
出
さ
れ

た
「
提
案
書
」
の
構
想
づ

く
り
へ
の
反
映
の
状
況
を

伺
い
ま
す
。

協
議
会
の
11
項
目

思
い
を
受
け
と
め

町
長
　
愛
川
地
区
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
で
取
り
ま
と
め
ら

れ
た
「
提
案
書
」
は
、
11
項

目
に
わ
た
っ
て
お
り
、
ご
提

案
を
い
た
だ
き
ま
し
た
す
べ

て
に
つ
い
て
協
議
会
皆
さ
ん

の
思
い
を
し
っ
か
り
受
け
と

め
、
構
想
に
反
映
で
き
た
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。

乳がんの検診
今後の取組み
岸上　敦子議員

「
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」

設
置
と
切
れ
目
な
い
支
援

乳がん検診を受けましょう
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町外からの観光客
推移と経済効果は
小倉　英嗣議員

移動困難者の支援
デマンドタクシー
渡 辺　 基議員

問
　
高
齢
者
な
ど
の
移

動
困
難
者
の
外
出
支

援
と
し
て
町
内
循
環
バ
ス

を
廃
止
し
、
ド
ア
・
ツ
ー
・

ド
ア
で
あ
る
デ
マ
ン
ド
タ

ク
シ
ー
を
導
入
す
る
考
え

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

現
行
体
制
を
継
続

導
入
の
考
え
な
し

総
務
部
長
　
現
行
の
町
内
循

環
バ
ス
の
運
行
を
継
続
す
る

こ
と
が
持
続
可
能
な
公
共
交

通
網
の
形
成
に
つ
な
が
る
も

の
と
捉
え
て
い
ま
す
。
現
時

点
に
お
い
て
、
循
環
バ
ス
を

廃
止
し
て
デ
マ
ン
ド
タ
ク

シ
ー
を
導
入
す
る
こ
と
に
つ

い
て
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

問
　
町
は
仕
事
を
持
ち

な
が
ら
子
育
て
で
き

る
環
境
の
整
備
を
行
う
と

し
て
い
ま
す
が
、
保
留
児

童
が
依
然
と
し
て
ゼ
ロ
に

な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
、
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
の
保
留
児
童
対
策

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

出
席
状
況
等
を
勘
案

柔
軟
な
対
応
に
努
力

教
育
長
　
本
年
度
よ
り
、
小

学
６
年
生
ま
で
対
象
児
童
を

引
き
上
げ
た
と
こ
ろ
、
年
度

当
初
の
入
所
保
留
児
童
は
48

人
と
な
り
ま
し
た
が
、
入
所

審
査
に
あ
た
っ
て
は
、
昨
年

度
の
出
席
状
況
な
ど
を
勘
案

し
、
入
所
決
定
児
童
数
を
増

や
す
な
ど
、
柔
軟
な
対
応
に

努
め
て
い
ま
す
。

〈
そ
の
他
の
質
問
事
項
〉

防
災
・
減
災
対
策
に
つ
い
て

問
　
本
町
に
は
町
外
か

ら
年
間
１
０
０
万
人

を
超
え
る
観
光
客
が
訪
れ

て
い
ま
す
が
、
観
光
客
の

推
移
と
経
済
効
果
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

年
１
２
５
万
人
前
後

波
及
の
算
出
は
困
難

町
長
　
過
去
５
年
間
で
は
年

間
１
２
５
万
人
前
後
の
観
光

客
数
で
す
。
本
年
５
月
に
Ｎ

Ｈ
Ｋ
で
宮
ヶ
瀬
ダ
ム
の
特
集

が
放
送
さ
れ
、
翌
日
は
過
去

最
高
の
観
光
客
数
と
な
り
ま

し
た
。
経
済
効
果
の
算
出
は

困
難
で
す
が
、
今
後
も
積
極

的
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
本
町
の
農
業
は
担

い
手
不
足
に
よ
り
遊

休
農
地
が
年
々
増
え
て
い

ま
す
。
定
年
世
代
の
シ
ニ

ア
層
の
方
々
に
従
事
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
つ
い
て

考
え
を
伺
い
ま
す
。

　
ま
た
、
本
町
に
お
け
る

農
地
取
得
に
係
る
下
限
面

積
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

シ
ニ
ア
層
に
も
期
待

環
境
整
備
に
努
め
る

町
長
　
農
業
の
担
い
手
確
保

に
向
け
て
は
、
新
規
就
農
者

に
対
す
る
助
成
等
で
徐
々
に

効
果
が
得
ら
れ
て
い
る
も
の

と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
新
た
な
担
い
手
と
し
て
勤

労
意
欲
の
あ
る
シ
ニ
ア
層
の

方
々
に
一
翼
を
担
っ
て
い
た

だ
け
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
環
境
整
備
に

努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

農
業
委
員
会
事
務
局
長
　
本

町
に
お
け
る
農
地
取
得
に
係

る
下
限
面
積
に
つ
い
て
は
、

高
峰
地
区
が
30
ア
ー
ル
で
、

愛
川
・
中
津
地
区
が
20
ア
ー

ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

〈
そ
の
他
の
質
問
事
項
〉

地
域
資
源
と
し
て
の
ジ
ビ

エ
の
活
用
に
つ
い
て

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
保
留
児
対
策茨城県神栖市のデマンドタクシー

遊
休
農
地
解
消
に
定
年
世
代

ＮＨＫで特集された宮ヶ瀬ダム
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準要保護児童へも
入学前の学用品費
佐藤　りえ議員

スクールバス
中学への導入
山中　正樹議員

問
　
町
内
に
は
起
伏
が

激
し
く
、
集
落
が
点

在
す
る
箇
所
も
あ
り
、
教

育
環
境
の
観
点
か
ら
課
題

を
抱
え
て
い
ま
す
。
ス
ク
ー

ル
バ
ス
を
中
学
校
へ
導
入

す
る
考
え
を
伺
い
ま
す
。

  

自
転
車
通
学
の
範
囲

現
時
点
で
必
要
な
し

町
長
　
本
町
で
の
最
長
登
校

距
離
は
約
３
．５
㎞
で
す
が
、

自
転
車
通
学
等
を
認
め
て
い

ま
す
。
ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
つ

い
て
は
、
小
中
学
校
統
廃
合

の
場
合
等
は
検
討
す
る
こ
と

も
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
現
時

点
で
は
必
要
な
い
も
の
と
認

識
し
て
い
ま
す
。

問
　
郷
土
資
料
館
が
開

館
し
て
丸
８
年
。
準

備
期
間
を
含
め
郷
土
研
究

史
は
30
年
近
く
経
過
し
て

い
ま
す
。
学
芸
員
職
の
採

用
か
ら
も
20
年
以
上
が
経

ち
、
世
代
交
代
の
時
期
で

す
。
研
究
の
蓄
積
と
、
成

果
の
今
後
の
継
承
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

歴
史
的
事
実
明
ら
か
に

学
芸
員
の
専
門
性
活
用

教
育
長
　
数
多
く
の
貴
重
な

資
料
寄
贈
を
受
け
、
相
模
陸

軍
飛
行
場
等
の
歴
史
的
事
実

を
明
ら
か
に
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
学
芸
員
の
調
査
活

動
等
に
よ
り
、
植
物
・
昆
虫

な
ど
の
収
集
等
を
行
い
、
中

津
層
群
約
３
０
０
万
年
前

の
地
層
か
ら
産
出
し
た
約

１
３
０
０
点
の
貝
の
化
石
の

収
集
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
調
査
は
長
期

に
地
道
に
進
め
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

　
今
後
と
も
学
芸
員
の
専
門

性
を
活
か
し
、
研
究
成
果
の

継
承
を
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
国
で
は
、
ラ
ン
ド

セ
ル
購
入
な
ど
小
学

校
入
学
前
の
支
給
を
可
能

と
す
る
交
付
要
綱
の
改
正

を
行
い
ま
し
た
が
、
準
要

保
護
児
童
は
対
象
に
な
っ

て
い
ま
せ
ん
。
平
成
30
年

度
か
ら
実
施
で
き
る
よ
う

準
備
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
が
、
町
の
考
え
を
伺
い

ま
す
。

総
合
的
な
判
断
構
築

適
し
た
支
給
を
研
究

教
育
長
　
入
学
前
の
支
給
に

関
し
、
総
合
的
な
判
断
方
法

を
ど
う
構
築
し
て
い
く
か
等

の
課
題
が
あ
り
ま
す
。
本
町

に
適
し
た
支
給
を
研
究
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
こ
こ
数
年
の
大
災

害
を
教
訓
に
、
女
性

の
視
点
に
立
っ
た
対
策
が

各
地
で
進
み
始
め
て
い
ま

す
。
本
町
に
お
け
る
女
性

の
視
点
で
の
防
災
対
策
の

取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

独
自
の
目
線
必
要

防
災
意
識
の
啓
発

町
長
　
避
難
者
の
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
の
確
保
や
男
女
の

ニ
ー
ズ
の
違
い
等
を
考
慮

し
、
男
女
双
方
の
視
点
に
配

慮
し
た
避
難
対
策
や
備
蓄
食

料
等
の
整
備
を
推
進
し
て
い

ま
す
。
　

　
今
後
と
も
社
会
の
変
化
に

柔
軟
に
対
応
し
、
女
性
独
自

の
目
線
・
視
点
の
必
要
性
に

鑑
み
、
機
会
あ
る
ご
と
に
女

性
の
参
加
を
促
し
、
よ
り
多

く
の
町
民
が
防
災
意
識
の
啓

発
・
高
揚
が
で
き
る
よ
う
努

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

郷
土
研
究
資
料
の
蓄
積
継
承

これまでの研究成果の継承が必要

女
性
視
点
に
立
つ
防
災
対
策

防災訓練　男女双方の視点に配慮
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問
　
電
子
決
裁
シ
ス
テ
ム

を
導
入
す
る
こ
と
で
、

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
に
よ
る
書
庫

ス
ペ
ー
ス
の
削
減
や
、
決
裁

を
持
ち
回
る
時
間
の
削
減
に

よ
る
行
政
事
務
の
効
率
化
が

見
込
め
ま
す
。
そ
こ
で
、
電
子

決
裁
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
つ

い
て
町
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

電
子
と
紙
が
混
在

費
用
対
効
果
懸
念

町
長
　
電
子
決
裁
シ
ス
テ
ム

の
導
入
に
つ
い
て
は
、
電
子

保
存
の
部
分
と
紙
保
存
の
部

分
が
混
在
す
る
こ
と
や
、
シ

ス
テ
ム
の
導
入
に
要
す
る
経

費
と
事
務
量
や
保
存
文
書
の

削
減
が
図
れ
る
か
否
か
と

い
っ
た
費
用
対
効
果
の
面
で

懸
念
が
あ
る
こ
と
、
そ
の
場

で
職
員
に
確
認
が
で
き
、
意

思
の
疎
通
を
図
っ
た
上
で
、

よ
り
ミ
ス
マ
ッ
チ
の
少
な
い

決
裁
が
で
き
る
も
の
と
考
え

て
い
る
こ
と
か
ら
、
現
時
点

に
お
い
て
は
、
電
子
決
裁
シ

ス
テ
ム
を
導
入
す
る
考
え
は

あ
り
ま
せ
ん
。

「洪水浸水想定区域」
田代・戸倉の対策
阿部　隆之議員

問
　
３
月
末
に
県
か
ら

公
表
さ
れ
た
「
洪
水

浸
水
想
定
区
域
」
や
「
家

屋
倒
壊
等
氾
濫
想
定
区
域
」

に
、
新
た
に
含
ま
れ
る
田

代
区
や
、
角
田
区
戸
倉
の

洪
水
浸
水
対
策
及
び
避
難

対
策
に
つ
い
て
町
の
考
え

を
伺
い
ま
す
。

新
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

避
難
訓
練
取
り
組
む

町
長
　
今
年
度
改
訂
す
る

「
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」

を
活
用
し
、
新
た
に
想
定
区

域
と
な
っ
た
田
代
区
等
の
地

域
に
お
け
る
避
難
訓
練
の
実

施
に
つ
い
て
も
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

電
子
決
裁
シ
ス
テ
ム
の
導
入

田代地区等の洪水浸水対策を

「若者議会」
導入の考え
鈴木　信一議員

「坂本入口」バス停の現状

問
　
愛
知
県
新
城
市
の

「
若
者
議
会
」
は
、
主

権
者
教
育
を
実
践
し
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
は

将
来
、
町
の
発
展
に
と
っ

て
大
き
な
力
に
な
る
と
思

い
ま
す
。
本
町
へ
の
導
入

の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

現
時
点
で
考
え
な
し

提
案
制
度
等
Ｐ
Ｒ

町
長
　「
わ
た
し
の
提
案
」

制
度
等
を
若
い
世
代
の
方
に

対
し
、
幅
広
く
Ｐ
Ｒ
に
努
め

る
と
と
も
に
、
様
々
な
場
で

若
者
と
交
流
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、

現
時
点
で
は
導
入
は
考
え
て

い
ま
せ
ん
。

問
　
厚
木
市
方
面
へ
の

「
坂
本
入
口
バ
ス
停
」

の
安
全
対
策
を
求
め
る
声

が
あ
り
ま
す
。
特
に
雨
の

日
は
傘
を
さ
し
て
バ
ス
を

待
っ
て
い
る
と
目
の
前
を

大
型
車
両
が
通
り
過
ぎ
る

の
で
「
怖
い
思
い
を
す
る
。」

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
関

係
機
関
へ
の
働
き
か
け
を

す
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、

町
の
考
え
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

  

危
険
性
の
認
識
あ
る 

事
業
者
等
と
協
議

町
長
　
バ
ス
停
付
近
に
は
歩

道
が
な
く
、
右
側
に
緩
や
か

に
カ
ー
ブ
し
て
い
る
た
め
利

用
者
に
と
っ
て
は
危
険
と
感

じ
る
部
分
も
あ
る
と
思
わ
れ

ま
す
。

　
現
時
点
で
は
、
事
業
化
の

見
通
し
は
定
ま
っ
て
い
な
い

状
況
で
す
が
、
路
線
バ
ス
利

用
者
の
安
全
性
の
向
上
に
向

け
て
、路
線
バ
ス
事
業
者
や
、

道
路
管
理
者
な
ど
と
協
議
・

調
整
を
行
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

坂
本
入
口
バ
ス
停
安
全
対
策
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有機農産物普及
食の安全推進
小林　敬子議員

職
員
の
労
働
実
態
把
握
と
指
導

問
　
有
機
農
産
物
の
普

及
に
つ
い
て
、
食
の

安
全
や
安
心
を
推
進
す
る

農
業
に
関
す
る
、
町
の
考

え
を
伺
い
ま
す
。

栽
培
記
録
の
表
示

付
加
価
値
つ
け
る

農
政
課
長
　
食
の
安
全
や
安

心
を
推
進
す
る
農
業
に
つ
い

て
は
、
栽
培
記
録
を
表
示
す

る
な
ど
、
消
費
者
の
方
に
も

わ
か
り
や
す
く
、
か
つ
、
付

加
価
値
を
つ
け
て
販
売
で
き

る
よ
う
な
方
法
を
研
究
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

問
　
管
理
職
の
主
幹
・

副
主
幹
級
職
員
の
労

働
実
態
の
把
握
に
つ
い
て
、

ま
た
、
一
般
職
員
の
時
間

外
勤
務
は
１
日
何
時
間
を

目
安
に
指
導
し
て
い
る
の

か
伺
い
ま
す
。

一
般
職
の
時
間
外

１
日
４
時
間
限
度

総
務
課
長
　
主
幹
・
副
主
幹

級
の
職
員
に
つ
い
て
は
各
課

に
お
け
る
班
の
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
、
所
管
事
務
の
統
括
や

議
会
対
応
な
ど
の
事
務
を
担

う
こ
と
か
ら
、
自
ら
の
職
務

を
遂
行
す
る
た
め
に
必
要

に
応
じ
て
時
間
外
勤
務
を

行
っ
て
い
る
こ
と
は
把
握
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
時
間
外
勤
務
に
つ

い
て
は
、
１
日
４
時
間
を
限

度
に
、
午
後
９
時
半
ま
で
に

は
退
庁
す
る
よ
う
指
導
し
て

い
ま
す
。

「ふるさと納税」
返礼品贈呈１年
納税した理由は
木下　眞樹子議員

移
住
・
観
光
促
す
町
外
Ｐ
Ｒ

多くの方からの納税がありました

問
　
ふ
る
さ
と
納
税
へ

の
返
礼
品
贈
呈
を
開

始
し
て
１
年
が
経
ち
ま
し

た
。
本
町
へ
ふ
る
さ
と
納

税
し
て
い
た
だ
い
た
方
々

の
、
納
税
し
た
い
と
思
わ

れ
た
理
由
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

気
持
ち
添
え
た
事
例

応
援
し
た
い
思
い

町
長
　「
愛
川
町
の
自
然
が
大

好
き
で
す
。
役
立
て
て
く
だ
さ

い
。」
と
い
う
具
体
的
な
気
持

ち
を
添
え
た
事
例
も
あ
り
、

本
町
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方

が
、
応
援
を
し
た
い
と
い
う

思
い
か
ら
、
納
税
さ
れ
て
い

る
も
の
と
捉
え
て
い
ま
す
。

問
　
こ
れ
ま
で
、
シ
テ
ィ

セ
ー
ル
ス
を
推
進
す

る
た
め
、
移
住
・
定
住
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
等
を
作
成
さ
れ

ま
し
た
が
、
そ
れ
ら
を
い

か
に
町
内
外
へ
発
信
し
て

い
く
か
が
重
要
で
す
。
本

町
へ
の
移
住
や
観
光
客
を

促
す
た
め
、
町
外
へ
出
向

い
て
行
っ
て
い
る
Ｐ
Ｒ
活

動
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

各
種
イ
ベ
ン
ト
活
動

年
20
回
以
上
参
加

町
長
　
県
が
主
催
す
る
「
神

奈
川
県
移
住
セ
ミ
ナ
ー
」
に

参
加
し
、
来
場
さ
れ
た
方
々

に
対
し
て
本
町
の
特
長
や
住

み
や
す
さ
な
ど
に
関
す
る
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
移
住

相
談
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
群
馬
・
神
奈
川

共
同
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

を
は
じ
め
と
す
る
各
種
の
観

光
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
に
年
20
回

以
上
参
加
す
る
な
ど
、
町
の

Ｐ
Ｒ
活
動
に
努
め
て
い
ま

す
。

〈
そ
の
他
の
質
問
事
項
〉

売
店
「
希
望
（
の
ぞ
み
）」

の
設
置
に
つ
い
て

有機農産物の安全と普及
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市街化調整区域
農地問題の対策
佐 藤　 茂議員

教
員
多
忙
化
解
消
へ
の
取
組

問
　
本
町
の
市
街
化
調

整
区
域
で
は
、
農
家

の
空
き
家
問
題
や
農
地
転

用
に
よ
る
資
材
置
場
の
増

加
な
ど
様
々
な
問
題
が
あ

り
ま
す
。
対
策
に
つ
い
て

町
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

空
き
家
、
環
境
景
観

転
用
は
近
隣
に
配
慮

町
長
　
農
業
従
事
者
の
減
少

に
よ
り
、
農
家
の
空
き
家
が

あ
る
こ
と
も
認
識
し
て
い
ま

す
。「
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
」

を
活
用
す
る
と
と
も
に
、
農

地
転
用
で
は
転
用
業
者
に
対

し
近
隣
に
配
慮
す
る
よ
う
依

頼
す
る
な
ど
、
引
き
続
き
対

策
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

問
　
新
学
習
指
導
要
領

の
公
示
が
あ
り
ま
し

た
。
学
習
指
導
の
多
様
化

に
よ
り
、
教
員
の
負
担
増

が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
教
員

の
多
忙
化
解
消
に
向
け
た

取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

事
務
作
業
の
効
率
化

業
務
緩
和
を
進
め
る

教
育
長
　
今
回
の
改
訂
の
ポ

イ
ン
ト
は
、
知
識
の
理
解
の

質
を
高
め
資
質
・
能
力
を
育

む
「
主
体
的
・
対
話
的
で
深

い
学
び
」
に
向
け
た
授
業
改

善
や
、
小
学
５
・
６
年
生
で

の
「
外
国
語
科
」
の
導
入
に

よ
る
教
育
内
容
の
改
善
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
授
業
時
間
数
の
増
加
や
、

新
し
い
授
業
方
法
の
習
得
な

ど
に
よ
り
、
さ
ら
な
る
多
忙

化
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
専
門
知
識
を
有
し
た
人

材
を
各
学
校
に
派
遣
し
、
事

務
作
業
の
効
率
化
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
構
築
な
ど
業
務
緩
和

に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

「空き家バンク」に登録されている空き家

ハイキングコース
イベント等の開催　
熊坂　崇徳議員

歴史散策で新しい発見（三増合戦碑）

今
年
10
月
職
員
募
集
の
要
件

問
　
毎
年
、
多
く
の
ハ

イ
カ
ー
の
方
が
本
町

の
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を

訪
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
ハ
イ
キ
ン
グ

コ
ー
ス
で
の
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
等
の
集
客
が
見
込
め

る
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
の
考

え
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

歴
史
散
策
実
施
予
定

町
長
　
現
在
、
５
市
町
村
を

周
回
す
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

と
水
源
通
行
手
形
事
業
に
参

加
し
て
お
り
、
今
年
度
新
設

す
る
「
三
増
合
戦
史
跡
め
ぐ

り
コ
ー
ス
」
で
は
、
町
学
芸

員
が
解
説
し
な
が
ら
巡
る
歴

史
散
策
を
実
施
予
定
で
す
。

問
　
今
年
10
月
採
用
予

定
の
一
般
事
務
職
員

と
保
健
師
の
資
格
要
件
の

う
ち
、
募
集
対
象
年
齢
を

見
る
と
、
こ
れ
ま
で
は
主

に
30
歳
以
下
を
対
象
と
し

て
い
ま
し
た
が
、
今
回
の

募
集
で
は
一
般
事
務
職
が

35
歳
以
下
で
、
保
健
師
が

40
歳
以
下
と
採
用
年
齢
が

引
き
上
げ
ら
れ
た
理
由
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

社
会
人
経
験
者
な
ど

効
果
的
人
材
の
確
保

町
長
　
募
集
に
あ
た
っ
て

は
、
年
齢
要
件
を
緩
和
し
、

門
戸
を
広
げ
る
こ
と
に
よ

り
、
即
戦
力
と
な
れ
る
30

歳
前
半
の
社
会
人
経
験
者
な

ど
、
よ
り
効
果
的
な
人
材
の

確
保
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、

今
回
の
試
験
で
は
、
一
般
事

務
職
・
保
健
師
と
も
に
募
集

年
齢
の
上
限
を
引
き
上
げ
た

も
の
で
す
。

〈
そ
の
他
の
質
問
事
項
〉

消
防
団
及
び
救
急
隊
員
の

規
律
に
つ
い
て
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個
人
総
括
質
疑

　６
月
14
日
の
本
会
議
で

は
、
条
例
及
び
事
件
議
案
に

対
し
、
小
林
敬
子
議
員
、
井

上
博
明
議
員
、
鈴
木
信
一
議

員
、
佐
藤
り
え
議
員
、
熊
坂

崇
徳
議
員
、
山
中
正
樹
議
員

渡
辺
基
議
員
が
質
疑
を
行
い

ま
し
た
。
内
容
の
一
部
を
紹

介
し
ま
す
。

〈
条
例
関
係
〉

・
今
回
の
改
正
に
伴
い
、
想

定
し
て
い
る
事
例
に
つ
い
て

〈
事
件
関
係
〉

・
落
札
率
に
つ
い
て

・
予
定
価
格
に
つ
い
て

・
駐
車
場
の
確
保
に
つ
い
て

・
地
元
自
治
会
の
要
望
の
反

映
に
つ
い
て

・
今
後
の
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
に
つ
い
て

　町
議
会
で
は
「
町
民
に
開

か
れ
た
議
会
」
を
推
進
す
る

た
め
、
町
民
の
方
と
の
意
見

交
換
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　大
勢
の
ご
参
加
の
も
と
、

貴
重
な
ご
意
見
、
ご
提
案
を

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

町
民
と
の
意
見
交
換
会

■
開
催
実
績
及
び
内
容

　５
月
13
日
（
土
）

　町
文
化
会
館

　34
人
参
加

〈
テ
ー
マ
〉

・
「
前
年
度
（
平
成
28
年

度
）
の
意
見
、
要
望
等
へ

の
対
応
」

・「
意
見
交
換
」

・
更
新
の
理
由
に
つ
い
て

・
応
札
業
者
の
最
高
価
格
に

つ
い
て

・
今
回
の
更
新
に
お
け
る
新

た
な
装
備
品
に
つ
い
て

・
今
回
、
オ
ー
ト
マ
チ
ッ
ク
車

２
台
の
購
入
と
な
っ
て
い
る

が
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
車
と
オ
ー
ト

マ
チ
ッ
ク
車
１
台
あ
た
り
の

金
額
の
差
異
に
つ
い
て

・
オ
ー
ト
マ
チ
ッ
ク
車
へ
の

変
更
に
伴
う
消
防
団
と
の
意

見
調
整
に
つ
い
て

・
安
全
性
に
つ
い
て

・
耐
用
年
数
に
つ
い
て

・
利
用
状
況
に
つ
い
て

・
安
全
管
理
体
制
に
つ
い
て

○
愛
川
町
個
人
情
報
保
護
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定

○
平
成
29
年
度
坂
本
児
童
館

建
設
工
事
（
建
築
）（
工
事

請
負
契
約
の
締
結
）

○
高
規
格
救
急
車
購
入

○
高
規
格
救
急
車
救
急
資
器

材
購
入

○
消
防
団
用
小
型
動
力
ポ
ン

プ
付
積
載
車
購
入

○
第
１
号
公
園
体
育
館
バ
ス

ケ
ッ
ト
ゴ
ー
ル
台
購
入

意
見
交
換
会
を
実
施

（11） 第154号

№ 意見･要望等要旨 当日の回答

1
意見・要望書は「検討すること」ではなく、具
体的な回答を得られるようなものにしていただ
きたい。

今後は「検討すること」ではなく、出来る限り具体的な回答が得られるよ
うな意見・要望書を町へ提出します。

2
自治会への加入者が毎年減少している問題につ
いて、議会では加入率向上の対策をどのように
考えているのか。

自治会によっては、アルミ缶回収による売上げを見込み、高齢者の自治会
費を減免するなどの工夫をして加入率の向上に努めています。また、昨年
に実施しました「加入促進月間」の結果を検証することにより、新たな方
策に取り組むなど、引き続き、自治会・行政・議会が一体となった対策が
重要であると考えています。

3
平成29年度当初予算では、町税の収入が昨年
度比較で大幅に減少しているが、議会ではどの
ような審議がされたのか。

海外の社会経済情勢を要因として、町内の一部大手企業の業績が低迷した
との説明がありました。
法人税については、景気の動向の影響を大きく受けますので、なかなか予
測できない部分もあります。

4 農業所得向上の観点から、地産地消を推進して
いただきたい。

議会でも、地産地消については一般質問等を通して町に要望しています。
今後も、多くの公共施設で地元の野菜等を使用できるよう、地産地消の推
進について取り組んでいきます。

5 農業の後継者を育てる対策について 農業の後継者が減少していく中、町ではその対策の一つとして新規就農者
の受け入れを推進し、担い手の確保に努めています。

6 買い物弱者対策として、コピオの敷地内に町内
循環バスのバス停を設置できないか。

議会でも、買い物弱者対策としてデマンド交通等の研究を進めています。
ご質問のバス停の設置については町側に要請をします。

7 町のＰＲのため、町独自の原動機付自転車オリ
ジナルナンバープレートを作成したらどうか。

現在、町でも愛川ブランドの認定や町のＰＲ動画の作成などの様々なシ
ティーセールスを行っていますので、ご質問のナンバープレートの作成に
ついても町側に要請をします。

8
産業廃棄物処理業者の進出により、資材置場等
が増加している傾向が見受けられます。環境や
景観の点からも町独自の条例を制定し、これを
規制することはできないか。

現在は、県にその権限があるため、県が許可したものに対して町は規制す
ることができませんので、議会でも今後の対応策について研究していきま
す。

9 議員の年間報酬額等を教えてください。

「愛川町議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例」の規
定により、議長は月額44万5千円、副議長は月額37万2千円、議員は月額34
万円となっています。また、このほかに期末手当（6月期及び12月期）、政
務活動費（月額1万円）、費用弁償（出張した際の旅費等の実費）が支給さ
れています。

10
1号公園近辺にタバコがポイ捨てされている状
況が見受けられますが、取り締まる方法はあり
ますか。

自治体によっては「タバコポイ捨て条例」などにより、指導員による取締
りを行っている事例もありますが、本町の「みんなで守る環境美化のまち
条例」では罰則規定はありませんので、今の段階では難しいと思います。

※このほかにも、たくさんのご意見・ご要望をいただいております。詳細については町ホームページをご覧ください。
※皆様からいただきましたご意見等は、内容を精査し、必要に応じて町へ要望してまいります。
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個
人
総
括
質
疑

　６
月
14
日
の
本
会
議
で

は
、
条
例
及
び
事
件
議
案
に

対
し
、
小
林
敬
子
議
員
、
井

上
博
明
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員
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木
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議
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え
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、
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を
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ま
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た
。
内
容
の
一
部
を
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介
し
ま
す
。

〈
条
例
関
係
〉

・
今
回
の
改
正
に
伴
い
、
想
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し
て
い
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例
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〉
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落
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て
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イ
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た
め
、
町
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の
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の
意
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換
会
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実
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ま
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た
。

　大
勢
の
ご
参
加
の
も
と
、

貴
重
な
ご
意
見
、
ご
提
案
を

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

町
民
と
の
意
見
交
換
会

■
開
催
実
績
及
び
内
容

　５
月
13
日
（
土
）

　町
文
化
会
館

　34
人
参
加

〈
テ
ー
マ
〉

・
「
前
年
度
（
平
成
28
年

度
）
の
意
見
、
要
望
等
へ

の
対
応
」

・「
意
見
交
換
」

・
更
新
の
理
由
に
つ
い
て

・
応
札
業
者
の
最
高
価
格
に

つ
い
て

・
今
回
の
更
新
に
お
け
る
新

た
な
装
備
品
に
つ
い
て

・
今
回
、
オ
ー
ト
マ
チ
ッ
ク
車

２
台
の
購
入
と
な
っ
て
い
る

が
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
車
と
オ
ー
ト

マ
チ
ッ
ク
車
１
台
あ
た
り
の

金
額
の
差
異
に
つ
い
て

・
オ
ー
ト
マ
チ
ッ
ク
車
へ
の

変
更
に
伴
う
消
防
団
と
の
意

見
調
整
に
つ
い
て

・
安
全
性
に
つ
い
て

・
耐
用
年
数
に
つ
い
て

・
利
用
状
況
に
つ
い
て

・
安
全
管
理
体
制
に
つ
い
て

○
愛
川
町
個
人
情
報
保
護
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定

○
平
成
29
年
度
坂
本
児
童
館

建
設
工
事
（
建
築
）（
工
事

請
負
契
約
の
締
結
）

○
高
規
格
救
急
車
購
入

○
高
規
格
救
急
車
救
急
資
器

材
購
入

○
消
防
団
用
小
型
動
力
ポ
ン

プ
付
積
載
車
購
入

○
第
１
号
公
園
体
育
館
バ
ス

ケ
ッ
ト
ゴ
ー
ル
台
購
入

意
見
交
換
会
を
実
施
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■政務活動行政視察･研修の内容

平成28年度政務活動費収支報告
　政務活動費は、地方自治法や町議会政務活動費の交付に関する条例の規定に基づき、議員の調査研究に必要

な経費の一部として、各会派又は会派に所属しない議員に対し交付されるもので、交付額は、議員１人あたり

月額１万円（年額12万円）ですが、残額が生じた場合は、返金しています。

　各会派から提出された平成28年度分の政務活動費交付金の収支報告は、次のとおりです。

　また、愛川町議会基本条例第５条第４項で「会派は、政務活動を積極的に行い、議会活動の活性化に努めな

ければならない」と規定されており、議会の審議の充実と活性化を図ることを目的に、積極的に先進市町村へ

の視察実施や研修参加、広報活動等をしています。その一部をご紹介します。

会派名 愛政クラブ 公明党 みらい絆 日本共産党
愛川町議員団 新風あいかわ

合計

所属議員数 4人 3人 3人 3人 3人

交付額 480,000 360,000 360,000 360,000 360,000 1,920,000

政務活動の
実経費 490,513 414,884 375,526 327,581 373,830 1,982,334

会派名 視察・研修先 内　　　容

愛政クラブ

北海道三笠市
北海道苫小牧市
北海道千歳市

・「バイオマスタウン構想」について
・苫小牧市まちなか再生総合プロジェクトについて
・千歳市防災学習交流センター「そなえーる」について

福岡県筑紫野市
福岡県太宰府市
福岡県糟屋郡久山町

・3者共同によるごみ減量の取り組みについて
・太宰府市子ども・子育て支援事業計画について
・健康づくり推進事業（九州大学との共同事業）について

公明党

富山県富山市

・富山市立図書館「キラリ」の運営について
・お迎え型体調不良児保育事業について
・富山型デイサービスについて
・芝園小学校におけるＩＣＴ教育について
・小中学校一貫的連携教育について

財政基礎講座 ・よくわかる市町村財政分析

市町村議会議員特別セミナー ・自治体経営の課題

第8回生活保護問題議員研修会 ・貧困の連鎖を断ち切るために生活保護を考える講演

地方政治研究実践講座 ・新年度、2025年問題、働き方改革　ほか

みらい絆

山口県岩国市
山口県熊毛郡平生町
山口県熊毛郡田布施町

・コミュニティ・スクール推進事業について
・アイ･ラブ・ひらお定住プロジェクトについて
・低硝酸野菜について

長野県中野市
長野県上高井郡小布施町
長野県北佐久郡立科町

・「売れる農業推進室」について
・通年議会について
・議会改革と「政策立案常任委員会」及び「議会広報常任委員会」について
・「立科町移住定住促進事業新築住宅補助金」について
・農村振興策及び「蓼科農ん喜（のんき）村クラインガルテン」について

日本共産党
愛川町議員団

第1回地方自治ゼミナール ・日本国憲法の地方自治とその実現への道

議員の学校 ・貧困・差別の課題と地方自治

新風あいかわ

相模原市 ・新交通システム計画について

岡山県新見市
岡山県真庭市
鳥取県日野郡日南町

・定住対策について
・バイオマスタウン構想について
・デマンド交通について

財政基礎講座 ・よくわかる市町村財政分析

市町村議会議員特別セミナー ・自治体経営の課題

（円）
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再生紙を使用しています。

会
員
委
集
編
り
よ
だ
会
議

長

員

委

　

場
馬

　
　

司

長
員
委
副

　

坂
熊

　

徳
崇

委

　
　

員
　

部
阿

　

之
隆

委

　
　

員
　

上
岸

　

子
敦

委

　
　

員
　

木
鈴

　

一
信

委

　
　

員
　

中
山

　

樹
正

会議録設置施設

会
例
定
回
次

回
3
第

の
ズ
イ
ク
会
議

者
選
当
と
え
答

平成29年  第３回９月定例会日程（予定）
月 日 曜 会　議　名

本会議（提出議案の説明）

本会議（一般質問）

本会議（一般質問）

本会議（個人総括質疑・討論・採決）

本会議（会派代表総括質疑）

総務建設常任委員会

教育民生常任委員会

総務建設常任委員会

教育民生常任委員会

本会議（委員長報告・質疑・討論・採決）

 31 木

 4 月

 5 火

 8 金

 12 火

 15 金

 19 火

 20 水

 21 木

 26 火

8

9

記
後
集
編

第４回 議会クイズ
問１　議員提出議案で愛川町議会基本条例の一部改正条例を可決しました。

　愛川町議会基本条例の第何条に基づき、検証・見直しを
　したものでしょうか。

　　　　①　第１０条 ②　第２０条 ③　第３０条　　　

　　　　①　１万円 ②　５万円 ③　１０万円

問２　議員の調査研究に必要な経費の一部として交付される政務活動費は、
　議員一人あたり月額いくらでしょうか。

問３　町議会ホームページからご覧になれる会議録は、何年以降からでしょうか。
　　　　①　平成元年以降 ②　平成11年以降 ③　平成21年以降
≪応募方法≫ 、たま、号番話電・齢年・名氏・所住・え答。すまり限に通１人１、で方の住在内町 　 必ず議会だよりの感想をご記入

のうえ、下記あて先のいずれかの方法で応募してください。
≪しめきり≫　７月３１日（月）（郵送の場合は当日消印有効）
≪あ て 先≫　●はがきの場合　　　〒２４３－０３９２　角田２５１－１　議会事務局　
　　　　　　　●ファクスの場合　　０４６－２８６－５０２１
　　　　　　　●電子メールの場合　gikai＠town.aikawa.kanagawa.jp　　　☆正解と当選者は次号で発表します。

この議会だよりの中に答えがあり
ますので、最初から最後までよく
読んでみてください。全問正解者
の中から抽選で３名の方に、商品
券をお贈りします。

あいちゃん
Ⓒ愛川町

　議
会
だ
よ
り
は
、
紙
面
の

都
合
に
よ
り
、
発
言
の
一
部

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　詳
し
く
は
下
記
の
町
公
共

施
設
に
備
え
付
け
て
あ
る

「
会
議
録
」
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。　な

お
、
６
月
定
例
会
の
会

議
録
は
、
９
月
中
に
は
備
え

付
け
が
で
き
る
予
定
で
す
。

　ま
た
、
町
議
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
平
成
11
年
以
降
の

会
議
録
が
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　次
回
、
９
月
定
例
会
は
下

表
の
と
お
り
で
す
。
会
議
は

い
ず
れ
も
午
前
９
時
か
ら
開

会
し
ま
す
。
ま
た
、
本
定
例

会
の
運
営
を
協
議
す
る
議
会

運
営
委
員
会
は
、
８
月
22
日

（
火
）に
開
催
予
定
で
す
。

　日
程
が
変
更
に
な
る
場
合

も
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
細
は
議

会
事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

○
役
場
町
政
情
報
コ
ー
ナ
ー

○
半
原
出
張
所

○
中
津
出
張
所

○
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
文
化
会
館
図
書
館

○
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

○
半
原
公
民
館

○
中
津
公
民
館

　議
会
だ
よ
り
は
、
録
音

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

「
か
え
で
の
会
」
の
ご
協

力
に
よ
り
、
視
覚
障
害
者

用
に
音
声
テ
ー
プ
化
さ

れ
て
い
ま
す
。

　ご
希
望
の
方
は
、
社
会

福
祉
協
議
会
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

（
内
線
３
７
９
２
）

　前
回
の
第
３
回
議
会
ク
イ

ズ
は
22
名
の
方
か
ら
応
募
が

あ
り
ま
し
た
。
正
解
と
当
選

者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〈
正
解
〉

　問
１‐

③
静
岡
県
島
田
市

　問
２‐

②
17
日

　問
３‐

③
か
え
で
の
会

〈
当
選
者
〉

　新
井

　梅
代

　様

　舘
田

　純
子

　様

　脇
嶋

　真
二

　様

　６
月
定
例
会
は
、
議
会

の
最
高
規
範
で
あ
る
「
愛

川
町
議
会
基
本
条
例
」
の

一
部
改
正
を
す
る
な
ど
、

活
発
な
議
論
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　５
月
に
は
６
回
目
と

な
る
町
民
の
皆
様
と
の

意
見
交
換
会
を
行
い
、
貴

重
な
ご
意
見
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　ま
た
、
当
選
者
を
３
名

に
拡
大
し
た
議
会
ク
イ

ズ
に
、
た
く
さ
ん
の
応
募

・
感
想
を
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

引
き
続
き
多
く
の
方
か

ら
の
応
募
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

　今
後
も
、
皆
様
の
声
を

聞
き
、
よ
り
開
か
れ
た
議

会
を
目
指
し
、
議
員
一
同

力
を
尽
く
し
て
ま
い
り

ま
す
。

ご
覧
く
だ
さ
い

会

　議

　録

ご
覧
く
だ
さ
い

会

　議

　録


